	開催日時
	平成23年11月10日（木）午後７時から午後９時　　　　天気　雲

	場所
	向原児童館

	町民参加者
	男 22人　　女1 人　（40代以下1人、50代3人、60代以上19人）　　計23人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、福祉課長、都市整備課長、会計課長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案

≪テーマ：防災関係≫

　○災害が発生した時、町と地域が連携して対応していくには、情報管理の責任を明確にする必要がある。

○ハザードマップの見直しをしていただきたい。

○高齢で足腰が痛く動けないなど困難がある住民用の車イスは容易されているのか。

○土のう袋の支給だけでなく、中に入れる土や砂も備えが必要ではないか。

○日常生活・災害時のいずれも橋は欠かせないが、古いものも多いが点検はしているのか。
○最終避難所として向原地区は山北中学校と記載されている。最終避難場所の山北中学校を通り過ぎて山北高校に集合し、結局最終避難場所の山北中学校に戻ってくるのは無駄だし危険。

○無線機を孤立状態や停電などを想定し避難所等にはあらかじめ設置してほしい。
○避難所に多人数が集まればトイレの問題が出てくるが、トイレ設備だけでなく使用後の処理な

どの対策はできているのか。
　○三保ダムは、どのくらいの地震に耐えられるのか。万一の決壊時にはどのくらいの地域で浸水するのか。

　○東日本大震災で発生した瓦礫・土砂等を東京都で受入れ、処分しているが、町ではそのような

考えがあるのか。
≪テーマ：その他≫
　○文部科学省の発表によると、山北町の上空に放射能濃度が高い地点があるようだが。
　○新宿や羽田に行くのに便利な高速バスの利用のＰＲをしたらどうか。
　○高松山のハイキングコースは良くない状態である。ビリ堂経由のコースの状況はどうか。

　○水上橋が開通したが、暗いので街灯の設置を望む。

　○透間の採石場の跡地利用は太陽光発電施設などは如何か。
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